
はしがき

　本書は，憲法判例を編集して収録したものである。重要なものについては事
案を簡潔に紹介し，必要に応じて解説コメントを付した。法学部の講義の副教
材，あるいは，教科書と併読する副読本として用いられることを想定している
が，法科大学院での知識の整理に用いることもできよう。
　憲法を学ぶに際して，判例の意義は，いまさら説くまでもない。抽象的で簡
潔な憲法の条文は，多くの場合，判例によって具体的な事案に適用されて初め
て，その意味が明らかになる。いわば，判例によって解釈されたものが，この
国のかたちであるところの憲法である。まずは判例を学ばずしては，これを批
判することもできない。
　ただ，類書も多い中，本書を刊行する意義はどこにあるか。
　第 1 に，収録された判決文の簡潔さである。もとより，判決文は，実はそ
の全文を読むことが一番理解の易しいところがある。しかし，憲法施行から
70 有余年，先行判例の数は膨大であり，しかも，年々増加・増大する一方で
ある。学生が，限られた期間に，他科目とも併せて学習すべき範囲を精選して
示すのは，教育者の使命である。むろん，個別の論点に深く関心をもてば，本
書の引用範囲では不足する。しかし，データベースで簡単に判決文全文に当た
ることができる今の時代，むしろ，取捨選択が重要である。
　第 2 に，収録された判決の数である。これは，判決文の長さと異なり，極
端には絞り込んでいない。これは知っていてほしいという事件は，網羅してあ
る。その中でも，古い事件はやや絞り込み，近時の事例で関心を惹くもの，講
義で言及されるであろうものは，下級審裁判例を含めて漏れのないように収録
した。
　第 3 に，収録に際して，判例の重要度を 5 段階で明示した。もちろん，上
のような意味で，すべての判例に，一度は目を通してもらいたいが，憲法の学
習上は，その事案の詳細を記憶し，あるいは，判旨の重要部分はまるごと覚え
ていて当然というような重要判例から，ひとまず読んだことがあることが大事
という判例までさまざまである。このように言うと，教室で必ず，どれがそう
ですか，と尋ねられてきたが，今後は本書をもってお答えに代えることとした
い。
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　なお，巻末に，主要判例と世の中のできごとを年表として付した。判例相互
の，また，判例と社会との関係を，時間軸の中で理解することも，時に重要で
ある。また，私の世代は，日本国憲法下でのすべての出来事を，ご自身の目で
みてこられた世代の先生方から憲法学の手ほどきを受けたが，いまや，講義を
聴く学生の多くにとっては，20 世紀の出来事はすべて生まれる前のことであ
る。しばしば教室で受けるこの衝撃を，日本国憲法の，少なくともその一部は
すでに歴史となったと前向きに受け止めたのが，年表作成の由縁である。

　京都支店の一村大輔氏が，相談があると，私の研究室を訪ねてこられたのは
2018 年の春先でした。学部生の頃に，有斐閣双書のコンパクトな判例集で講
義を受けておられた思い出など伺いつつ，上のような条件を満たすものを，同
社から出して頂けるのであれば，ありがたいとお考えの憲法の講義をご担当の
先生方は多いであろうと思い至り，ご執筆の先生方にお声をおかけしました。
幸いにも，年齢や出身校，地域や勤務先その他も多様な，しかし，間違いなく
現在と未来の学界を支える先生方にご参加いただきました。ともすれば長く書
きたいというのが学者の習性の中，本書の趣旨をよくご理解いただいたことに
感謝いたしております。執筆者で会合を重ね，判例の取捨選択，要約の適否，
年表の書き方・事項の採否などについて，議論して本書を作り上げてきました
が，アメリカやドイツに滞在されている先生方だけがオンラインで参加されて
いた最初の頃が，懐かしいものとなるとは思いもしませんでした。
　最後に，本書の編集に当たっては，有斐閣書籍編集部の藤原達彦氏，佐藤文
子氏に大変なご尽力をいただきました。篤く御礼申し上げます。

2021 年 10 月

編者を代表して
松本哲治
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5-25

対 5.15，右人口が最少の千代田区選挙区と被上告人らの属する江戸川区選挙区と

の間で 1対 4.52 に達し，いわゆる逆転現象も一部の選挙区間において依然として

残っていた。」「都心部においては昼間人口が夜間常住人口の数倍ないし十数倍に達

し，それだけ行政需要が大きいことや，各選挙区における過去の定数の状況を考慮

しても，右の較差を是認することはでき」ない。「合理的期間内における是正をし

なかったものであり，本件配分規定は，本件選挙当時，〔人口比例等を要求する公職

選挙法 15条 7〕項の規定に違反するものであった」（江戸川区の選挙を違法と宣言し

た判決への上告を棄却）。
▼コメント▼　東京都議会については，その後，本件同旨の判断を示した最判昭和
62・2・17 判時 1243 号 10 頁および最判平成 3・4・23 民集 45 巻 4 号 554 頁，
適法との判断を示した最判平成 11・1・22判時 1666号 32頁，最判平成 27・1・
15判時 2251号 28頁，最判平成 31・2・5判時 2430号 10頁がある。

5-25 地方議会（千葉県）における議員定数不均衡問題
最判平成元・12・18 民集 43 巻 12 号 2139 頁

★☆☆☆☆

【判　旨】　「最高裁昭和 60 年 10 月 31 日第一小法廷判決により公選法 15 条 7項
の規定に違反していると判示された昭和 58 年 4 月 10 日施行の千葉県議会議員選

挙当時の本件条例の下においては，特例選挙区とその他の選挙区間における議員一

人当たりの人口の最大較差は 1対 6.49……特例選挙区を除いたその他の選挙区間

における右最大較差は 1対 4.58……であり，人口の多い選挙区の定数が人口の少

ない選挙区の定数より少ないいわゆる逆転現象が 60とおりあり，定数二人以上の

差のある顕著な逆転現象もみられたが……本件選挙当時においては，特例選挙区と

その他の選挙区間における議員一人当たりの人口の最大較差は 1対 3.98……，特

例選挙区を除いたその他の選挙区間における右最大較差は 1対 2.81……となり，

いわゆる逆転現象は 31とおりあるが，定数二人以上の差のある顕著な逆転現象は

解消された」。「本件条例にかかる定数配分規定は公選法 15条 7項に違反するもの

ではなく，適法というべきである」。
▼コメント▼　その後の，最判平成 5・10・22LEX/DB25000060，最判平成
12・4・21判時 1713 号 44頁，最判平成 28・10・18判時 2327 号 17頁も適法
との判断を示している。
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6-1

1　思想・良心の自由

6-1 謝罪広告の強制と良心の自由─謝罪広告事件
最大判昭和 31・7・4 民集 10 巻 7 号 785 頁

★★★★☆

【事　実】　Yは，衆議院議員総選挙にA党公認候補として立候補した際，政見放送
や新聞紙を通じて，別の候補Xが副知事在職中に汚職を行った旨を公表した。Xは，
これを事実無根とし，名誉回復のための措置として謝罪広告の掲載等を請求した。1
審，2審は，名誉毀損の成立を認め，名誉を回復するのに適当な処分（民法723条）と
して，「右放送及び記事は真実に相違して居り，貴下の名誉を傷け御迷惑をおかけい
たしました。ここに陳謝の意を表します」とする文面の謝罪広告を，Yの名義で新聞
紙上に掲載することを命じた。そこで，Yは，判決は憲法 19 条の良心の自由を侵害
することなどを理由に上告した。

【判　旨】　上告棄却。民法 723 条の「『……適当な処分』として謝罪広告を新聞
紙等に掲載すべきことを加害者に命ずることは，従来学説判例の肯認するところで

あ」る。「尤も謝罪広告を命ずる判決にもその内容上，これを新聞紙に掲載するこ

とが謝罪者の意思決定に委ねるを相当とし，これを命ずる場合の執行も債務者の意

思のみに係る不代替作為として民訴 734 条〔現民事執行法 172 条〕に基き間接強制

によるを相当とするものもあるべく，時にはこれを強制することが債務者の人格を

無視し著しくその名誉を毀損し意思決定の自由乃至良心の自由を不当に制限するこ

ととなり，いわゆる強制執行に適さない場合に該当することもありうるであろうけ

れど，単に事態の真相を告白し陳謝の意を表明するに止まる程度のものにあっては，

これが強制執行も代替作為として民訴 733 条〔現民事執行法 171 条〕の手続による

ことを得るものといわなければならない。」「そして原判決の是認した Xの本訴請

求は……結局 Yをして右公表事実が虚偽且つ不当であったことを広報機関を通じ

て発表すべきことを求めるに帰する。されば……原判決は，Yに屈辱的若くは苦役

的労苦を科し，又は Yの有する倫理的な意思，良心の自由を侵害することを要求
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6-2， 6-3

するものとは解せられないし，また民法 723 条にいわゆる適当な処分というべき

であるから所論は採用できない。」
▼コメント▼　憲法 19条の良心の自由につき，田中耕太郎裁判官の補足意見は，内
心の自由と解した上で，宗教上の信仰に準ずるような「世界観や主義や思想や主張を
もつこと」とするが，藤田八郎裁判官の反対意見は，「単に事物に関する是非弁別の
内心的自由のみならず，かかる是非弁別の判断に関する事項を外部に表現するの自由
並びに表現せざるの自由をも包含するもの」とする。入江俊郎裁判官の補足意見は，
「良心の内容と異なる事柄を，恰もその良心の内容であるかのごとく表示せしめると
いうこと」は 19条等の侵害となるので，強制執行は許されないとする。

6-2 勤務評定と思想・良心の自由─勤評長野方式事件
最判昭和 47・11・30 民集 26 巻 9 号 1746 頁

★☆☆☆☆

【判　旨】　教育長による通達は，教員らの勤務態度等について自己評価に基づき，
勤務評定書につとめて具体的に記入することを定めるにすぎず，「記入者の有する

世界観，人生観，教育観等の表明を命じたものと解すること」はできず，上告人ら

の主張するような「内心的自由等に重大なかかわりを有するものと認めるべき合理

的根拠」は認められない。

6-3 使用者による労働者の政党所属調査─東電塩山営業所事件
最判昭和 63・2・5 労判 512 号 12 頁

★★☆☆☆

【判　旨】　当時，営業所の所長であった Yが「本件話合いをするに至った動機，
目的は，本件営業所の公開されるべきでないとされていた情報が外部に漏れ，共産

党の機関紙『赤旗』紙上に報道されたこと」から，「その取材源ではないかと疑わ

れていたXから事情を聴取すること」にあり，「本件話合いを持つに至ったことの

必要性，合理性」は肯認できる。Yが右調査目的との関連性を明らかにしないで，

Xに対し共産党員であるか否かを尋ねたことは，調査の方法として「相当性に欠け

る面がある」が，取材源と疑われていた Xに対して同党との関わりを尋ねること

には「必要性，合理性を肯認することができないわけではなく」，「質問の態様は，

返答を強要するものではなかった」から，「社会的に許容し得る限界」を超えない。
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6-4， 6-5

また，「企業内においても労働者の思想，信条等の精神的自由は十分尊重されるべ

き」ことに鑑みると，Yが本件書面交付の要求と右調査目的との関連性を明らかに

せず，要求を繰り返したことは，このような調査にあたる者として「慎重な配慮を

欠いたもの」であり，「調査方法として不相当な面がある」が，「要求は，強要にわ

たるものではなく」，「Xが本件書面交付の要求を拒否することによって不利益な取

扱いを受ける虞のあることを示唆……した事実はなく，さらに，Xは右要求を拒否

した」のであるから，「社会的に許容し得る限界」を超えてXの精神的自由を侵害

した違法行為とはいえない。

6-4 内申書の記載と生徒の思想・良心の自由─麴町中学校内申書
事件 最判昭和 63・7・15 判時 1287 号 65 頁

★★☆☆☆

【事　実】　東京都の区立中学校の生徒 Xは，受験した高校がすべて不合格となり，
不合格の原因は内申書の記載にあるとして，区および都に対して損害賠償を請求した。
内申書の備考欄等には，「校内において麴町中学全共闘を名乗り，機関紙『砦』を発
行した。……大学生ML派の集会に参加している。学校側の指導説得をきかないで，
ビラを配ったり，落書をした」等の記載があった。1審は Xの請求を認容したが，2
審は，憲法 19条違反の主張を退けたため，X上告。

【判　旨】　上告棄却。「右のいずれの記載も，Xの思想，信条そのものを記載した
ものでないことは明らかであり，右の記載に係る外部的行為によってはXの思想，

信条を了知し得るものではないし，また，Xの思想，信条自体を高等学校の入学者

選抜の資料に供したものとは到底解することができないから，所論違憲の主張は，

その前提を欠き，採用できない。」

6-5 「君が代」ピアノ伴奏職務命令事件
最判平成 19・2・27 民集 61 巻 1 号 291 頁

★☆☆☆☆

【判　旨】　公立学校の儀式的行事で「君が代」のピアノ伴奏を拒否することは，
「Xにとっては」，「君が代」が過去のわが国において果たした役割に関わるX自身

の歴史観ないし世界観に基づく一つの選択ではあろうが，「一般的には，これと不

可分に結び付くもの」ではなく，本件職務命令が「直ちに Xの有する……歴史観
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■最高裁判所
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最大判昭和 23・3・12刑集 2巻 3号 191頁（ 10-27 ） …………………………………………206
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最大判昭和 23・11・17刑集 2巻 12号 1565頁（ 14-1 ） ………………………………………257
最大判昭和 24・5・18民集 3巻 6号 199頁（ 12-10 ） …………………………………………237
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最大判昭和 27・10・8民集 6巻 9号 783頁（ 14-25 ） …………………………………………280
最判昭和 27・10・31民集 6巻 9号 926頁 …………………………………………………………281
最大判昭和 27・12・24刑集 6巻 11号 1346頁（ 13-3 ） ………………………………………246
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最大判昭和 28・4・15民集 7巻 4号 305頁 …………………………………………………………281
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＊太字は本書の見出し判例を示す
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最大判昭和 57・7・7民集 36巻 7号 1235頁（ 11-3 ） …………………………………………210
最判昭和 57・7・15判時 1053号 93頁（ 14-21 ） ………………………………………………277
最判昭和 57・11・16刑集 36巻 11号 908頁（ 8-3 ） ……………………………………………151
最大判昭和 58・4・27民集 37巻 3号 345頁（ 5-22 ） ……………………………………………67
最大判昭和 58・6・22民集 37巻 5号 793頁（ 3-18 ） ……………………22，24，136，144，189
最大判昭和 58・11・7民集 37巻 9号 1243頁 ………………………………………………………64
最判昭和 59・3・27刑集 38巻 5号 2037頁（ 10-24 ） …………………………………………204
最判昭和 59・5・17民集 38巻 7号 721頁（ 5-24 ） ………………………………………………69
最大判昭和 59・12・12民集 38巻 12号 1308頁（ 7-1 ） ……………………………96，105，154
最判昭和 59・12・18刑集 38巻 12号 3026頁（ 7-33 ） ………………………………………122
最大判昭和 60・3・27民集 39巻 2号 247頁（ 5-3 ） ………………………………………………47
最大判昭和 60・7・17民集 39巻 5号 1100頁（ 5-19 ） …………………………………………64
最大判昭和 60・10・23刑集 39巻 6号 413頁（ 10-3 ） …………………………………………186
最判昭和 60・11・21民集 39巻 7号 1512頁（ 12-2 ） ……………………………………229，285
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最大判昭和 61・6・11民集 40巻 4号 872頁（ 7-2 ） …………………………98，109，114，154
最判昭和 62・2・17判時 1243号 10頁 ………………………………………………………………70
最判昭和 62・3・3刑集 41巻 2号 15頁（ 7-34 ） …………………………………………………122
最大判昭和 62・4・22民集 41巻 3号 408頁（ 9-13 ） …………………………………………169
最判昭和 62・4・24民集 41巻 3号 490頁（ 7-45 ） ………………………………………109，131
最判昭和 63・2・5労判 512号 12頁（ 6-3 ） ………………………………………………………72
最判昭和 63・2・16民集 42巻 2号 27頁（ 4-13 ） …………………………………………………39
最大判昭和 63・6・1民集 42巻 5号 277頁（ 6-16 ） ………………………………………………83
最判昭和 63・7・15判時 1287号 65頁（ 6-4 ） ……………………………………………………73
最判昭和 63・12・20判時 1307号 113頁（ 14-17 ） ……………………………………………272
最判平成元・1・17判時 1303号 139頁（ 5-12 ） …………………………………………………58
最判平成元・1・20刑集 43巻 1号 1頁 ………………………………………………………………164
最決平成元・1・30刑集 43巻 1号 19頁（ 7-39 ） …………………………………………………126
最判平成元・2・7判時 1312号 69頁（ 11-5 ） ……………………………………………………212
最判平成元・3・2判時 1363号 68頁（ 3-8 ） ………………………………………………………14
最判平成元・3・7判時 1308号 111頁（ 9-5 ） ……………………………………………………163
最大判平成元・3・8民集 43巻 2号 89頁（ 7-48 ） ………………………………………………133
最判平成元・6・20民集 43巻 6号 385頁（ 2-7 ） ……………………………………………………7
最判平成元・9・19刑集 43巻 8号 785頁（ 7-3 ） ………………………………………………100
最判平成元・11・20民集 43巻 10号 1160頁（ 1-1 ） ………………………………………………1
最判平成元・12・14刑集 43巻 13号 841頁（ 4-2 ） ………………………………………………30
最判平成元・12・18民集 43巻 12号 2139頁（ 5-25 ） ……………………………………………70
最判平成元・12・21民集 43巻 12号 2252頁（ 7-15 ） …………………………………………109
最判平成 2・1・18判時 1337号 3頁（ 11-10 ） ……………………………………………………217
最判平成 2・2・6訟月 36巻 12号 2242頁（ 9-6 ） ………………………………………………164
最判平成 2・4・17民集 44巻 3号 547頁（ 7-59 ） ………………………………………………140
最決平成 2・7・9刑集 44巻 5号 421頁（ 7-40 ） …………………………………………………126
最判平成 2・9・28刑集 44巻 6号 463頁（ 7-6 ） …………………………………………………102
最判平成 3・3・29刑集 45巻 3号 158頁（ 12-18 ） ……………………………………………243
最判平成 3・4・19民集 45巻 4号 518頁 ……………………………………………………………281
最判平成 3・4・23民集 45巻 4号 554頁 ………………………………………………………………70
最判平成 4・11・16集民 166号 575頁（ 3-5 ） ……………………………………………………11
最判平成 4・12・15民集 46巻 9号 2829頁（ 9-7 ） ……………………………………………164
最判平成 4・4・28訟月 38巻 12号 2579頁（ 3-9 ） ………………………………………………15
最判平成 4・11・16集民 166号 625頁（ 6-17 ） …………………………………………………85
最大判平成 4・7・1民集 46巻 5号 437頁（ 10-5 ） …………………………136，154，158，188
最判平成 5・2・16民集 47巻 3号 1687頁（ 6-18 ） ………………………………………………85
最判平成 5・2・26判時 1452号 37頁（ 3-6 ） ………………………………………………………12
最判平成 5・5・27集民 169号 57頁（ 3-13 ） ………………………………………………………18
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最判平成 5・9・7民集 47巻 7号 4667頁（ 14-20 ） ……………………………………………276
最判平成 5・10・22LEX/DB25000060 …………………………………………………………………70
最判平成 6・1・27民集 48巻 1号 53頁（ 7-44 ） …………………………………………………130
最判平成 6・2・8民集 48巻 2号 149頁（ 7-21 ） …………………………………………………113
最大判平成 7・2・22刑集 49巻 2号 1頁（ 13-14 ） ………………………………………………254
最判平成 7・2・28民集 49巻 2号 639頁（ 3-7 ） …………………………………………………13
最判平成 7・3・7民集 49巻 3号 687頁（ 8-5 ） …………………………………………………153
最判平成 7・5・25民集 49巻 5号 1279頁（ 14-18 ） ……………………………………………273
最大決平成 7・7・5民集 49巻 7号 1789頁 ……………………………………………………………51
最判平成 7・7・6集民 176号 69頁（ 7-63 ） ………………………………………………………145
最判平成 7・12・15刑集 49巻 10号 842頁（ 4-7 ） ………………………………………………34
最決平成 8・1・30民集 50巻 1号 199頁（ 6-13 ） …………………………………………………79
最判平成 8・3・8民集 50巻 3号 469頁（ 6-12 ） …………………………………………………78
最判平成 8・3・15民集 50巻 3号 549頁（ 8-6 ） …………………………………………………155
最判平成 8・3・19民集 50巻 3号 615頁（ 3-14 ） …………………………………………………18
最大判平成 8・8・28民集 50巻 7号 1952頁（ 14-24 ） …………………………………………279
最大判平成 8・9・11民集 50巻 8号 2283頁 …………………………………………………………67
最判平成 8・11・18刑集 50巻 10号 745頁（ 10-29 ） …………………………………………207
最判平成 9・3・13民集 51巻 3号 1453頁（ 12-8 ） ……………………………………………235
最判平成 9・3・28判時 1602号 71頁（ 12-7 ） …………………………………………………234
最大判平成 9・4・2民集 51巻 4号 1673頁（ 6-19 ） ……………………………………87，91，94
最判平成 9・8・29民集 51巻 7号 2921頁（ 11-11 ） ……………………………………………218
最判平成 9・9・9民集 51巻 8号 3850頁（ 13-10 ） ……………………………………………251
最判平成 10・3・13自正 49巻 5号 213頁（ 3-15 ） ………………………………………………19
最大決平成 10・12・1民集 52巻 9号 1761頁（ 14-2 ） …………………………………………257
最判平成 11・1・22判時 1666号 32頁 ………………………………………………………………70
最判平成 11・2・23判時 1670号 3頁 ………………………………………………………………106
最大判平成 11・3・24民集 53巻 3号 514頁（ 10-20 ） …………………………………………200
最大判平成 11・11・10民集 53巻 8号 1441頁 ………………………………………………………65
最大判平成 11・11・10民集 53巻 8号 1577頁・1704頁（ 12-9 ） …………………………235
最決平成 11・12・16刑集 53巻 9号 1327頁（ 10-18 ） ………………………………………199
最判平成 12・2・8刑集 54巻 2号 1頁（ 9-8 ） ……………………………………………………165
最判平成 12・2・29民集 54巻 2号 582頁（ 4-14 ） ………………………………………………40
最判平成 12・4・21判時 1713号 44頁 ………………………………………………………………70
最判平成 13・2・13判時 1745号 94頁（ 12-11 ） ………………………………………………238
最判平成 13・3・13訟月 48巻 8号 1961頁 …………………………………………………………15
最判平成 14・1・29民集 56巻 1号 185頁（ 7-17 ） ……………………………………………110
最判平成 14・1・31民集 56巻 1号 246頁（ 13-5 ） ……………………………………………247
最大判平成 14・2・13民集 56巻 2号 331頁（ 9-14 ） …………………………………………171
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最判平成 14・4・25判時 1785号 31頁（ 3-16 ） …………………………………………………20
最判平成 14・6・11民集 56巻 5号 958頁（ 9-22 ） ……………………………………………178
最判平成 14・7・9民集 56巻 6号 1134頁（ 14-22 ） ……………………………………………277
最判平成 14・7・11民集 56巻 6号 1204頁（ 6-20 ） ……………………………………………88
最大判平成 14・9・11民集 56巻 7号 1439頁（ 12-16 ） ………………………………………240
最判平成 14・9・24判時 1802号 60頁（ 7-22 ） …………………………………………………114
最判平成 15・3・14民集 57巻 3号 229頁（ 7-25 ） ……………………………………………116
最判平成 15・4・18民集 57巻 4号 366頁（ 9-17 ） ……………………………………………174
最判平成 15・9・12民集 57巻 8号 973頁（ 4-9 ） …………………………………………………36
最判平成 15・10・16民集 57巻 9号 1075頁（ 7-16 ） …………………………………………109
最判平成 15・12・11刑集 57巻 11号 1147頁（ 4-3 ） ……………………………………………31
最大判平成 16・1・14民集 58巻 1号 56頁 ……………………………………………………………67
最判平成 16・3・16民集 58巻 3号 647頁（ 11-8 ） ……………………………………………215
最判平成 16・4・13刑集 58巻 4号 247頁（ 10-25 ） ……………………………………………204
最判平成 16・11・25民集 58巻 8号 2326頁（ 7-47 ） …………………………………………132
最判平成 16・11・29判時 1879号 58頁（ 3-10 ） …………………………………………………15
最大判平成 17・1・26民集 59巻 1号 128頁（ 5-11 ） ……………………………………………57
最判平成 17・4・14刑集 59巻 3号 259頁（ 10-22 ） ……………………………………………202
最判平成 17・4・26集民 216号 661頁（ 9-9 ） …………………………………………………166
最判平成 17・7・14民集 59巻 6号 1569頁（ 7-50 ） ……………………………………………135
最大判平成 17・9・14民集 59巻 7号 2087頁（ 12-3 　 14-30 ） ………………230，232，284
最判平成 17・11・1集民 218号 187頁（ 9-23 ） …………………………………………………178
最判平成 17・11・10民集 59巻 9号 2428頁（ 7-23 ） …………………………………………115
最判平成 18・2・7民集 60巻 2号 401頁（ 8-7 ） …………………………………………………155
最大判平成 18・3・1民集 60巻 2号 587頁（ 15-1 ） ……………………………………287，289
最判平成 18・3・17民集 60巻 3号 773頁（ 3-23 ） ………………………………………………28
最判平成 18・3・23判時 1929号 37頁（ 3-19 ） …………………………………………………24
最判平成 18・6・23集民 220号 573頁（ 6-21 ） …………………………………………………89
最判平成 18・7・13判時 1946号 41頁（ 12-4 ） …………………………………………………232
最判平成 18・10・3民集 60巻 8号 2647頁（ 7-42 ） ……………………………………………128
最判平成 19・2・27民集 61巻 1号 291頁（ 6-5 ） …………………………………………………73
最判平成 19・9・18刑集 61巻 6号 601頁（ 8-9 ） ………………………………………………157
最判平成 19・9・28民集 61巻 6号 2345頁（ 11-6 ） ……………………………………………213
最決平成 19・10・19家月 60巻 3号 36頁（ 4-15 ） ………………………………………………41
最判平成 20・2・19民集 62巻 2号 445頁（ 7-10 ） ……………………………………………105
最判平成 20・3・6民集 62巻 3号 665頁（ 4-10 ） …………………………………………………37
最判平成 20・4・11刑集 62巻 5号 1217頁（ 7-35 ） ……………………………………………123
最決平成 20・4・15刑集 62巻 5号 1398頁（ 4-5 ） ………………………………………………33
最大判平成 20・6・4民集 62巻 6号 1367頁（ 5-4 ） ………………………………………………48
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最判平成 20・6・12民集 62巻 6号 1656頁（ 7-46 ） ……………………………………………132
最決平成 21・1・15民集 63巻 1号 46頁（ 14-9 ） ………………………………………………264
最判平成 21・4・23判時 2045号 116頁（ 9-15 ） ………………………………………………172
最決平成 21・9・28刑集 63巻 7号 868頁（ 10-19 ） ……………………………………………199
最大判平成 21・9・30民集 63巻 7号 1520頁 ………………………………………………………67
最判平成 21・11・30刑集 63巻 9号 1765頁（ 7-36 ） …………………………………………123
最大判平成 22・1・20民集 64巻 1号 1頁（ 6-25 ） …………………………………………90，94
最大判平成 22・1・20民集 64巻 1号 128頁（ 6-26 ） ………………………………………93，94
最判平成 22・2・23判時 2076号 40頁（ 9-25 ） …………………………………………………180
最決平成 22・3・15刑集 64巻 2号 1頁（ 7-19 ） …………………………………………………111
最判平成 22・7・22集民 234号 337頁（ 6-22 ） …………………………………………………89
最大判平成 23・3・23民集 65巻 2号 755頁 …………………………………………………………65
最判平成 23・4・28民集 65巻 3号 1499頁（ 7-18 ） ……………………………………………111
最判平成 23・5・30民集 65巻 4号 1780頁（ 6-6 ） ………………………………………………74
最判平成 23・9・22民集 65巻 6号 2756頁（ 15-3 ） ……………………………………………289
最大判平成 23・11・16刑集 65巻 8号 1285頁（ 14-8 ） ………………………………………262
最判平成 24・1・16集民 239号 253頁（ 6-7 ） ……………………………………………………76
最判平成 24・2・16民集 66巻 2号 673頁 ……………………………………………………………93
最判平成 24・2・28民集 66巻 3号 1240頁（ 11-7 ） ……………………………………………214
最大判平成 24・10・17民集 66巻 10号 3357頁（ 5-23 ） ………………………………………67
最判平成 24・12・7刑集 66巻 12号 1337頁（ 7-61 ） …………………………………………143
最判平成 25・1・11民集 67巻 1号 1頁（ 13-6 ） ……………………………………161，168，248
最判平成 25・3・21民集 67巻 3号 438頁（ 16-3 ） ……………………………………………292
最大決平成 25・9・4民集 67巻 6号 1320頁（ 5-5 ） ………………………………………………50
最判平成 25・9・26民集 67巻 6号 1384頁（ 5-6 ） ………………………………………………51
最大判平成 25・11・20民集 67巻 8号 1503頁（ 5-20 ） …………………………………………65
最判平成 26・5・27判時 2231号 9頁（ 7-52 ） …………………………………………………136
最判平成 26・7・9判時 2241号 20頁（ 14-31 ） …………………………………………………286
最判平成 26・7・18訟月 61巻 2号 356頁（ 3-11 ） ………………………………………………16
最大判平成 26・11・26民集 68巻 9号 1363頁 ………………………………………………………69
最判平成 27・1・15判時 2251号 28頁 ………………………………………………………………70
最判平成 27・3・27民集 69巻 2号 419頁（ 5-13 ） ………………………………………………58
最大判平成 27・11・25民集 69巻 7号 2035頁 ………………………………………………………66
最判平成 27・12・3刑集 69巻 8号 815頁（ 10-9 ） ……………………………………………192
最判平成 27・12・14民集 69巻 8号 2348頁 ………………………………………………………249
最大判平成 27・12・16民集 69巻 8号 2427頁（ 5-9 ） …………………………………………54
最大判平成 27・12・16民集 69巻 8号 2586頁（ 5-10 ） …………………………………………55
最判平成 28・10・18判時 2327号 17頁 ………………………………………………………………70
最判平成 28・12・8民集 70巻 8号 1833頁 …………………………………………………………279
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最判平成 28・12・15判時 2328号 24頁（ 9-10 ） ………………………………………………166
最決平成 29・1・31民集 71巻 1号 63頁（ 7-24 ） ………………………………………………115
最大判平成 29・3・15刑集 71巻 3号 13頁（ 10-14 ） …………………………………………194
最判平成 29・3・21集民 255号 55頁（ 11-4 ） …………………………………………………212
最大判平成 29・9・27民集 71巻 7号 1139頁 ………………………………………………………69
最大判平成 29・12・6民集 71巻 10号 1817頁（ 9-19 ） ………………………………………176
最決平成 29・12・18刑集 71巻 10号 570頁（ 10-7 ） …………………………………………190
最決平成 30・3・8LEX/DB25560450 …………………………………………………………………20
最決平成 30・3・15判例集未登載（ 9-29 ） …………………………………………………………182
最判平成 30・4・26判時 2377号 10頁（ 14-13 ） ………………………………………………267
最大決平成 30・10・17民集 72巻 5号 890頁（ 14-3 ） …………………………………………259
最大判平成 30・12・19民集 72巻 6号 1240頁 ………………………………………………………66
最決平成 31・1・23判時 2421号 4頁（ 4-16 ） ……………………………………………………41
最判平成 31・2・5判時 2430号 10頁 ……………………………………………………………………7
最判平成 31・2・14民集 31巻 2号 234頁（ 14-14 ） ……………………………………………268
最判令和元・7・22民集 73巻 3号 245頁（ 2-3 ） ……………………………………………………4
最判令和 2・3・10刑集 74巻 3号 303頁（ 10-32 ） ……………………………………………208
最決令和 2・3・11裁判所ウェブサイト（ 4-17 ） ……………………………………………………42
最判令和 2・6・30民集 74巻 4号 800頁（ 13-7 ） ………………………………………………249
最判令和 2・7・16刑集 74巻 4号 343頁（ 7-11 ） ………………………………………………106
最決令和 2・9・16刑集 74巻 6号 581頁（ 9-11 ） ………………………………………………167
最判令和 2・10・9民集 74巻 7号 1807頁（ 7-26 ） ……………………………………………117
最大判令和 2・10・23判タ 1482号 42頁 ……………………………………………………………69
最大判令和 2・11・25裁判所ウェブサイト（ 14-15 ） ………………………………………266，269
最大判令和 3・2・24裁時 1762号 1頁（ 6-27 ） ………………………………………………94，98
最判令和 3・3・18裁時 1764号 1頁（ 9-12 ） ……………………………………………………168
最大決令和 3・6・23裁時 1770号 3頁 …………………………………………………………………56

■高等裁判所
大阪高判昭和 41・2・26民集 34巻 7号 949頁（ 7-64 ） ………………………………………146
名古屋高判昭和 45・8・25刑日 2巻 8号 789頁 ……………………………………………………148
仙台高秋田支判昭和 57・7・23行集 33巻 7号 1616頁 ……………………………………………288
名古屋高判昭和 62・3・25行集 38巻 2・3号 275頁（ 13-13 ） ………………………………254
東京高判平成 2・1・29高民集 43巻 1号 1頁（ 15-4 ） …………………………………………290
東京高判平成 4・12・18判時 1445号 3頁 …………………………………………………………181
東京高判平成 7・8・10判時 1546号 3頁（ 7-43 ） ………………………………………………129
福岡高那覇支判平成 7・10・26判時 1555号 140頁（ 7-30 ） …………………………………120
東京高判平成 9・9・16判タ 986号 206頁（ 5-17 ） …………………………………………61，230
名古屋高判平成 12・2・16判時 1726号 111頁（ 7-49 ） ………………………………………134
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名古屋高判平成 20・4・17裁判所ウェブサイト（ 2-5 ） ………………………………………………6
名古屋高判平成 24・4・27判時 2178号 23頁（ 12-19 ） ………………………………………244
名古屋高判平成 24・5・11判時 2163号 10頁（ 7-53 ） …………………………………………137
東京高判平成 25・1・16判時 2184号 14頁（ 10-6 ） ……………………………………………190
大阪高判平成 25・9・27判時 2234号 29頁（ 12-6 ） ……………………………………………233
東京高判平成 27・4・14LEX/DB25506287（ 6-14 ） ………………………………………………81
仙台高判平成 28・2・2判時 2293号 18頁（ 4-11 ） ………………………………………………38
大阪高判平成 29・7・14判時 2363号 36頁（ 8-8 ） ……………………………………………156
東京高判平成 30・5・18判時 2935号 47頁（ 7-51 ） ……………………………………………135
東京高判令和 2・2・13裁判所ウェブサイト ………………………………………………………………3
東京高判令和 3・5・27LEX/DB25569720 ……………………………………………………………43

■地方裁判所・簡易裁判所
東京地決昭和 29・3・6判時 22号 3頁（ 13-8 ） …………………………………………………250
東京地判昭和 34・3・30下刑集 1巻 3号 776頁（ 2-1 ） ……………………………………………2
東京地判昭和 37・1・22判時 297号 7頁（ 13-9 ） ………………………………………………251
東京地判昭和 39・9・28下民集 15巻 9号 2317頁（ 7-20 ） ……………………………………112
札幌地判昭和 42・3・29下刑集 9巻 3号 359頁（ 2-6 ） ……………………………………………6
大阪地判昭和 44・12・26判時 599号 90頁（ 5-15 ） ……………………………………………59
札幌地判昭和 48・9・7判時 712号 24頁，行集 27巻 8号 1385頁（ 2-4 ） ……………………5
神戸簡判昭和 50・2・20判時 768号 3頁（ 6-9 ） …………………………………………………77
東京地判昭和 55・7・24刑月 12巻 7号 538頁（ 13-11 ） ………………………………………252
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